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研究成果の概要（和文）： 本研究では、社会学的研究の社会に対する貢献のあるべき姿を理論

的に捉えるための基本図式を、ドイツの社会学者ニクラス・ルーマンの機能主義的社会システ

ム理論の、とりわけ従来軽視されてきたその規範論的側面を解明することによって、構築する

ことを目的としている。具体的な成果としては、特に初期の著書『行政学の理論』の検討を通

じて、規範的研究と経験的研究の架橋という問題設定を見出し、その意義を明らかにすること

ができた。 
 
研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to construct a basic scheme for 
theoretical understanding of the ideal contributions which sociology should make to its 
object: societies, by clarifying the long neglected normative-theoretic aspect of 
functionalistic social systems theory of German sociologist Niklas Luhmann. As a result, 
this study found out that especially his early works such as Theorie der 
Verwaltungswissenschaft (Theory of Public Administration) contains an important 
problem-setting of the “bridging between normative and empirical studies,” and that this is 
consistently meaningful starting-point for Luhmann’s later works. 
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（1）近年、科学研究の成果の社会への還元
が強く求められている。社会学もまたその例

外ではなく、実際、社会学という大きな括り

に含まれる個々の研究においては、それぞれ

の研究者が具体的な社会貢献の意図を持っ

ていることも多く、現実に社会学的研究が社

会貢献をなしている面も、個別には認められ

る。 
 
（2）しかし、社会学的研究の成果と、それ
が社会に対してなす貢献とのあいだの関係

というのは、それ自体が社会学的研究の対象

となりうる現象であるにもかかわらず、そこ

には社会学理論による一般的な概念化が欠

けている。社会学的研究の知見によって、対

象である社会に対して、いかなる意味で「良

い」結果が生じるのかについての、理論的な

検討が不足しているからである。 
 
（3）他方、ルーマン研究もまた、一種の袋
小路に迷い込んでいる。とりわけ日本におい

て、著書の多くが翻訳され、その概念体系や

議論内容の紹介・解説が進んでいるにもかか

わらず、ルーマン社会学の社会学理論一般に

対する、さらには対象たる社会に対する意義

についての理解が深まりを見せていない。 
 
（4）これには、ルーマン研究における対象
設定のバイアスが原因として挙げられる。す

なわち、40年に及ぶ彼の学問的キャリアのう
ち、後期――具体的には、80年代以降のオー
トポイエーシス理論導入後の時期――を完

成態とみなし、そこで示された概念図式の紹

介・解説に、これまでのルーマン研究は偏っ

ていた。この態度においては、60年代の初期
ルーマンは、たとえばいまだパーソンズ理論

などの影響下から抜け出せていないといっ

た、消極的な捉え方しかなされなかった。 

 
（5）研究代表者は、この傾向とは反対に、
主として初期ルーマンの研究を行ってきた。

その結果、初期ルーマンに見られる特徴的な

議論――たとえば方法論としての等価機能

分析や、評価概念としてのシステム合理性―

―は、後期を完成態とみなすアプローチでは

うまく位置づけられないこと、むしろ、これ

らの概念や方法論を駆使する初期ルーマン

を核とするアプローチによって、後期ルーマ

ンをも包摂するような統一的解釈を示こと

ができる可能性があること、を明らかにして

きた。 
 
 
２．研究の目的 
 
（1）初期ルーマンが用いる独自の方法論と
しての等価機能分析、独自のシステム概念の

基づく評価概念としてのシステム合理性な

ど、狭い意味での経験主義的社会学理論の枠

内には収まらない側面に着目し、これらを統

一的に包摂するルーマン社会学の基本的な

パースペクティヴを描き出す。 
 
（2）研究代表者によるこれまでの研究から、
このパースペクティヴは――従来主流のル

ーマン解釈とは異なり――規範論的・提言論

的傾向の強いものだと予想されるので、その

剔出・特徴把握を通じて、現在社会学的研究

に欠けている、社会学の社会に対する提言的

役割の理論社会学的把握という問題設定を

より明確化し、その解決の可能性を模索する

ための基礎を構築する。 
 
３．研究の方法 
 

（1）ルーマンは多産であり、研究を開始し



 

 

てから最初の 10 年間（ほぼ 1960 年代と重な

る）が――著書が 10 数冊、論文が 40 本程度

あり――それだけで 1つの学説研究の対象と

なる。そこで、この時期の議論の展開を詳細

に追っていくことによって、どのような発想

が初発にあり、そこにいかなる源泉から知的

影響を受け、また独自に概念構築をして、1

つの理論としてのルーマン社会学ができて

くるのかを、学説発展史の解明という形で分

析的に明らかにしていく。 

 

（2）この作業を通じて、初期ルーマン学説

の全体像が、基幹的な問題意識の部分と、そ

の解決のために様々な源泉から採用した暫

定的な議論とに明確に分類された形で、浮か

び上がってくる。これをもとにして、さらに

1970 年代以降の中期・後期のルーマンの議論

をどこまで包摂的に理解することができる

か、どこから先はできないか、どこかに基本

的な問題設定の変更があったのか否か、を明

らかにする。 

 

（3）ルーマンの社会学的なアプローチでの

提言論が、より露骨な形で規範的議論を展開

する隣接諸分野（倫理学や法哲学など）と比

して、どのような特徴をもつものであるのか、

どのようなメリット／デメリットをもつも

のであるのかを、比較によって明らかにする。 

 

 

４．研究成果 

 

（1）1960 年代のルーマンの学説展開を詳細

に跡付けていく作業の中で、1966 年に刊行さ

れた著書『行政学の理論』（Theorie der 

Verwaltungswissenschaft）が、これまでの

研究ではほとんど言及されることがなかっ

たにもかかわらず、理論構築上の問題意識を

きわめて明確に示したうえで、機能主義方法

論とシステム理論を車の両輪として採用す

ることの意義を論じているという意味で、最

重要著作であることを発見した。 

 

（2）とりわけ、『行政学の理論』では、ルー

マン自らが、社会学理論構築の目標を、「規

範的研究と経験的研究の分断状況の克服」と

して設定しており、研究代表者のこれまでの

研究に基づく、ルーマン社会学の基幹には規

範論的・提言論的発想があるという仮説が、

ひとまずルーマンその人の言葉によって裏

付けられることになった。この文言自体は、

よく読まれている『目的概念とシステム合理

性』の最終章に出てくることで知られていた

が、この問題設定を正面から論じた著作はこ

の著書が唯一であると言える。 

 

（3）さらに、この著書においては、その「分

断状況」がいかなる意味で問題であるのか、

機能主義的システム理論がそれをいかなる

意味で解決できるのかについての議論が、あ

る程度詳細に論じられている。しかしそこで

は、問題についても解決についてもかなり独

自の捉え方がされており、それゆえ研究代表

者は、本研究の計画を、この問題／解決につ

いてのルーマン独自の発想を、ルーマンの議

論展開の内在的な発展と、1960 年代当時に至

るドイツの知的文脈の双方から検討してい

くことを最優先するものへと方向修正した。 

 

（4）そのうえで、ルーマンが採用した機能

主義的システム理論は、対象（システム）の

存立を、本来解決不可能な問題を解決可能な

（しかし非本来的な）モデル問題へと変換す

るという機能から積極的に捉え、法学や経済

学のような、対象システムの存立に依存して

成立する規範的研究分野を、モデル問題の解



 

 

決を用意にするための「決定工学」として捉

えるが、しかしシステム理論自身はそこから

距離をとる、という形で経験的／規範的の二

つの研究領域を架橋するという構想である

ことを明らかにした。 

 

（5）しかし、その構想の内部論理は非常に

独特かつ複雑で、完全に把握しきれたとは言

えない。そこで、特にこの著書で直接の対決

対象となっているドイツ行政学の伝統を参

照しつつ、ルーマンの発想の独自性をさらに

解明するとともに、ルーマンが個別の対象に

対して行った様々な研究を、本研究が明らか

にした上記の観点から捉え直すという迂回

路を経たうえで、本研究の当初の目的に戻る

のが、今後進めていくべき研究の道のりとな

る。 
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